
指標 計算方法

貸借対照表 資産合計 248,929,150

負債合計 132,196,597

純資産合計 116,732,553

固定資産等形成分 237,593,574

余剰分（不足分） △ 120,987,718

他団体出資等分(連結の場合のみ) 126,697

行政コスト計算書 経常費用 76,946,692

経常収益 15,193,442

純経常行政コスト △ 61,753,250

純行政コスト △ 62,936,395

純資産変動計算書 財源 63,788,365

本年度差額 851,970

本年度純資産変動額 2,095,642

本年度末純資産残高 116,732,553

資金収支計算書 業務活動収支

投資活動収支

財務活動収支

本年度末現金預金残高

主要指標 資産老朽化比率 減価償却累計額／公共資産合計－土地＋減価償却累計額 51.6 %

将来世代負担比率
地方債残高93,631,738千円／有形・無形固定資産合計223,967,654千
円

41.8 %

債務償還可能年数
（将来負担額－充当可能基金）／（資金収支計算書の業務収入＋減
収補塡債特例分発行額＋臨時財政対策債発行可能額－業務支出）

年

将来負担額※１

充当可能基金※１

業務収入等 業務収入＋減収補塡債特例分発行額＋臨時財政対策債発行可能額

業務支出

※１ 将来負担額及び充当可能基金残高については、地方公共団体財政健全化法上の将来負担比率の算定式による。
※２ 業務収入は、資金収支計算書（地方公会計）における業務収入（地方税、地方交付税等）による。
　　　また、「業務収入等＝業務収入＋減収補塡債特例分発行額＋臨時財政対策債発行可能額」とする。

指標シート
自　平成２８年４月１日　
至　平成２９年３月３１日

（単位：千円）

金額等

連結 


